
おおずニュース

高齢者叙勲

村　田　忠
ただ

　男
お

 さん
（中　村）

元公立小学校長

大　塚　良
よし

　次
つぐ

 さん
（中　村）

元公立小学校長

　村田さんは、長年にわたり教育業務にご尽
力されたご功績により、このたび「瑞宝双光
章」を受章されました。

　大塚さんは、長年にわたり教育業務にご尽
力されたご功績により、このたび「瑞宝双光
章」を受章されました。

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

　創業者フォローアップセミナーが、 1 月2₄日㈮、
大洲商工会議所で開催され、創業して間もない事
業者や創業準備中の人、商工会・金融機関などの
支援機関の職員など2₃人が参加しました。
　参加者は、創業後の悩みを解決するため、「お金
の流れの全体像を把握する方法」や、「 2 割の経営
知識を使って ₈ 割の経営判断ができる手法」など
について学びました。セミナー後には交流会が開
催され、参加者同士の悩み事の相談などを通して
交流を深めていました。

　大洲市文化協会長浜支部主催による芸能発表会
が、 2 月2₃日㈰、長浜ふれあい会館で開催されま
した。郷土芸能・吟詠・民謡・コーラスなど19団
体が一同に会し、日頃の練習の成果を発表しまし
た。
　演者の息遣いを観客一人ひとりが肌で感じ、そ
れぞれの演目に対する惜しみない拍手が会場を包
み込み、熱気あふれる素晴らしい発表会となりま
した。

創業に関する悩みを解決演者の息遣いを肌で感じ
～第39回芸能発表会～
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おおずニュース

令
和
２
年
各
種
消
防
表
彰
の
受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
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消
防
関
係
の
各
種
表
彰
を
受
賞
さ
れ

た
み
な
さ
ん
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
一
部
省
略
）

  

消
防
庁
長
官
表
彰  

永
年
勤
続
功
労
章
（
４
人
）

白
滝
分
団　

分
団
長　
　

岡
崎　

浩ひ
ろ

幸ゆ
き

正
山
分
団　

分
団
長　
　

稲
田　

弘ひ
ろ

安や
す

大
谷
分
団　

分
団
長　
　

久
保　

壽と
し

男お

予
子
林
分
団
分
団
長　
　

濵は
ま

田だ　

律り
つ

朗ろ
う

  

日
本
消
防
協
会
長
表
彰  

表
彰
旗�

大
洲
市
消
防
団

功
績
章
（
１
人
）

本
部
副
団
長　
　
　
　
　

松
田　

裕ひ
ろ

之ゆ
き

精
績
章
（
４
人
）

新
谷
分
団　

分
団
長　
　

矢
野　

秀し
ゅ
う

次じ

大
和
分
団　

分
団
長　
　

増
田　

吉よ
し

邦く
に

中
央
分
団　

分
団
長　
　

二
宮　

孝た
か

志し

女
性
分
団　

分
団
長　
　

國
井　

幸さ
ち

惠え

勤
続
章
（
15
人
）

本
部
副
団
長　
　
　
　
　

福
岡　
　

昇の
ぼ
る
 

肱
南
分
団　

班　

長　
　

西
村　

壽と
し

幸ゆ
き

大
川
分
団　

分
団
長　
　

河
内　

裕ゆ
う

治じ

上
須
戒
分
団
団　

員　
　

林
田　

成な
る

盛も
り

上
須
戒
分
団
団　

員　
　

白
石　

猪し
し

夫お

喜
多
灘
分
団
団　

員　
　

谷
上　

博ひ
ろ

国く
に

大
和
分
団　

班　

長　
　

菊菊菊菊
地　

繁し
げ

雄お

大
和
分
団　

団　

員　
　

松
田　

圭け
い

司じ

中
央
分
団　

団　

員　
　

冨
永　

光み
つ

明あ
き

大
谷
分
団　

分
団
長　
　

久
保　

壽と
し

男お

大
谷
分
団　

団　

員　
　

博は
か

田た　

哲て
つ

雄お

予
子
林
分
団
団　

員　
　

兵
頭　
　

学ま
な
ぶ
 

河
辺
分
団　

団　

員　
　

新
田　

義よ
し

和か
ず

河
辺
分
団　

団　

員　
　

菊菊菊菊
地　

利と
し

一か
ず

河
辺
分
団　

分
団
長　
　

有
友　

章し
ょ
う

治じ

    

愛
媛
県
知
事
表
彰  

功
労
章
（
８
人
）

肱
北
分
団　

副
分
団
長　

岡　
　

達た
つ

也や

平
野
分
団　

副
分
団
長　

菊
池　

英ひ
で

巳み

南
久
米
分
団
分
団
長　
　

三
好　

健け
ん

二じ

南
久
米
分
団
副
分
団
長　

二
宮　

龍た
つ

男お

櫛
生
分
団　

副
分
団
長　

水
口　

春は
る

樹き

大
和
分
団　

副
分
団
長　

木
下　

健け
ん

次じ

正
山
分
団　

副
分
団
長　

上
甲　

秀ひ
で

樹き

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合

　
　
　
　

消
防
司
令
長　

二
宮　

賢け
ん

三ぞ
う

  

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰  

功
績
章
（
６
人
）

肱
北
分
団　

分
団
長　
　

谷
本　

直な
お

俊と
し

柳
沢
分
団　

分
団
長　
　

山
元　

道み
ち

稔と
し

三
善
分
団　

分
団
長　
　

松
本　

寿ひ
さ

志し

上
須
戒
分
団
分
団
長　
　

林
田　

成な
る

俊と
し

長
浜
分
団　

分
団
長　
　

大
谷　

周の
り

稔と
し

櫛
生
分
団　

分
団
長　
　

増
田　

勇ゆ
う

志じ

勤
続
章
（
２０
年
以
上　

５
人
）

肱
北
分
団　

団　

員　
　

藤
井　

博ひ
ろ

規き

長
浜
分
団　

団　

員　
　

濵は
ま

上が
み　

幸こ
う

治じ

大
和
分
団　

団　

員　
　

村
橋　

敬け
い

一い
ち

中
央
分
団　

団　

員　
　

金
田　

大だ
い

輔す
け

大
谷
分
団　

団　

員　
　

兵
頭　

浩こ
う

次じ

勤
続
章
（
15
年
以
上　

16
人
）

肱
南
分
団　

班　

長　
　

須
内　

弘ひ
ろ

之ゆ
き

肱
北
分
団　

部　

長　
　

川
元　

智と
も

也や

平
野
分
団　

団　

員　
　

山
本　

豊と
よ

城き

南
久
米
分
団
団　

員　
　
立立幸
野　

高た
か

志し

菅
田
分
団　

班　

長　
　

岡　
　

幸ゆ
き

利と
し

大
川
分
団　

班　

長　
　

沖
中　

秀ひ
で

良よ
し

柳
沢
分
団　

団　

員　
　

平
尾　

哲て
つ

弥や

三
善
分
団　

団　

員　
　

村
上　

敏と
し

康や
す

粟
津
分
団　

班　

長　
　

信
尾　

肇と
し

典の
り

上
須
戒
分
団
団　

員　
　

芳
我　

信の
ぶ

浩ひ
ろ

出
海
分
団　

班　

長　
　

木
村　

勇ゆ
う

仁じ

大
和
分
団　

班　

長　
　

叶
岡　

秀ひ
で

人と

白
滝
分
団　

班　

長　
　

岡
花　

眞し
ん

一い
ち

中
央
分
団　

班　

長　
　

冨
永　
　

誠ま
こ
と
 

予
子
林
分
団
団　

員　
　

畦う
ね

﨑ざ
き　

雅ま
さ

人と

女
性
分
団　

団　

員　
　

片片片
山　

友と
も

江え

勤
続
章

（
１０
年
以
上
１５
年
未
満　

29
人
）

肱
南
分
団　

団　

員　
　

三
好　

健け
ん

治じ

肱
南
分
団　

団　

員　
　

西
山　

祐ゆ
う

治じ

肱
北
分
団　

班　

長　
　

永
見　

優ゆ
う

治じ

肱
北
分
団　

団　

員　
　

山
田　

太た

一い
ち

平
野
分
団　

団　

員　
　

成
見　

隆た
か

樹き

南
久
米
分
団
班　

長　
　

西
川　

健け
ん

二じ

菅
田
分
団　

団　

員　
　

西
村　

幸こ
う

治じ

菅
田
分
団　

団　

員　
　

上
野　

晋し
ん

也や

大
川
分
団　

団　

員　
　

河
村　

健け
ん

史じ

大
川
分
団　

班　

長　
　

瀧
本　
　

敦あ
つ
し
 

柳
沢
分
団　

団　

員　
　

増
岡　
　

徹と
お
る
 

新
谷
分
団　

部　

長　
　

竹
田　

敏と
し

雄お

新
谷
分
団　

部　

長　
　

大
谷　

一か
ず

生お

三
善
分
団　

団　

員　
　

谷
岡　

龍た
つ

已み

粟
津
分
団　

部　

長　
　

藤
本　

佳よ
し

史ふ
み

上
須
戒
分
団
部　

長　
　

武
内　
　

誠ま
こ
と
 

長
浜
分
団　

班　

長　
　

鎌
田　

龍り
ゅ
う

治じ

長
浜
分
団　

班　

長　
　

東　

勇ゆ
う

一い
ち

郎ろ
う

櫛
生
分
団　

班　

長　
　

松
本　

太た
い

志し

出
海
分
団　

班　

長　
　

中な
か

伊い

美み

喜き

也や

大
和
分
団　

団　

員　
　

菊菊菊菊
地　

順じ
ゅ
ん

次じ

白
滝
分
団　

団　

員　
　

窪　
　

弘ひ
ろ

規き

中
央
分
団　

団　

員　
　

中
野
賀か

津づ

記き

正
山
分
団　

団　

員　
　

黒
田　

貞さ
だ

夫お

大
谷
分
団　

団　

員　
　

前
田　

雅ま
さ

弘ひ
ろ

予
子
林
分
団
班　

長　
　

東　
　

明あ
き

秀ひ
で

河
辺
分
団　

班　

長　
　

富
永　

光こ
う

一い
ち

河
辺
分
団　

班　

長　
　

河
本　
　

泰や
す
し
 

女
性
分
団　

団　

員　
　

西
原　

千ち

壽ず

功
労
章
（
１
人
）

本
部
副
団
長 

岩
田　

清き
よ

一い
ち

家
族
内
助
の
功
労
章
（
１
人
）

万ま
ん

願が
ん

寺じ

晴は
る

子こ

（
副
団
長　

万
願
寺
直な

お

記き　

夫
人
）

優
良
団
体
表
彰
（
２
団
体
）

田
口
地
区
自
主
防
災
組
織 

会
長 

武
田　

麗れ
い

子こ

正
山
地
区
自
主
防
災
組
織 

会
長 

福
山　
　

保た
も
つ

親
子
消
防
団
員
表
彰
（
5
組
）

山
元　

道み
ち

稔と
し

・
恭き

ょ
う

兵へ
い

谷
上　

博ひ
ろ

国く
に

・
慶け

い　

坂
東　

國く
に

保や
す

・
亮り

ょ
う　

黒
田　

信の
ぶ

子こ

・
貞さ

だ

夫お

渡
邉　

敏と
し

恵え

・
井
脇　

翔し
ょ
う
 
へ
い平

夫
婦
消
防
団
員
表
彰
（
１
組
）

長
浜
分
団　

団　

員　
　

友
澤　

道み
ち

明あ
き

 

班　

長　
　

友
澤　

理り

香か

  

大
洲
市
長
表
彰
（
49
人
）  

  

大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰  

規
律
章
（
20
人
）

勤
続
章
（
44
人
）

  

大
洲
市
消
防
団
長
表
彰
（
32
人
）	  



Information pick up

大
洲
北
中
学
校
、
長
浜
中
学
校
の
改
築
工
事
が
完
了
し
ま
し
た

　

大
洲
市
教
育
委
員
会
で
は
、「
大
洲

市
学
校
施
設
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、

建
物
の
耐
震
化
と
老
朽
箇
所
の
改
修
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
大
洲
北
中
学
校
と
長
浜

中
学
校
の
施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。

 

大
洲
北
中
学
校 

　

技
術
教
室
棟
と
屋
内
運
動
場
は
、
平

成
30
年
９
月
に
着
工
し
、
本
年
１
月
末

に
竣
工
し
ま
し
た
。
今
回
、
技
術
教
室

棟
の
２
階
に
多
目
的
ホ
ー
ル
を
新
設

し
、学
年
単
位
で
の
学
習
ス
ペ
ー
ス
や
、

災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
の
活
用
が
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

屋
内
運
動
場
は
、改
築
前
に
比
べ
て
、

延
床
面
積
を
約
３
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

広
く
し
、
よ
り
安
全
で
快
適
な
学
習
環

境
と
な
る
よ
う
施
設
整
備
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
両
施
設
の
床
や
壁
に
は
愛
媛

県
産
の
木
材
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
温

か
み
の
あ
る
空
間
を
創
出
し
て
い
ま

す
。

 

長
浜
中
学
校 

　

校
舎
改
築
工
事
が
平
成
29
年
10
月
か

ら
始
ま
り
、平
成
30
年
12
月
に
新
校
舎
、

本
年
２
月
に
屋
内
運
動
場
、
３
月
末
に

は
外
構
工
事
が
竣
工
し
、
す
べ
て
の
事

業
が
完
了
し
ま
す
。
す
で
に
使
用
し
て

い
る
校
舎
は
、ほ
と
ん
ど
の
普
通
教
室
、

特
別
教
室
を
日
当
た
り
の
よ
い
南
向
き

に
配
置
し
、
生
徒
の
学
習
や
生
活
環
境

に
配
慮
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
玄
関
に
は
４
基
の
大
き
な
水

槽
を
設
置
し
、
長
浜
高
校
の
水
族
館
部

か
ら
飼
育
方
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

ふ
る
さ
と
文
化
部
の
生
徒
が
活
動
の
一

環
と
し
て
、
魚
の
飼
育
や
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
長
浜
高
校
や
地

域
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

両
校
の
施
設
と
も
、
生
徒
だ
け
で
な

く
、
多
く
の
人
が
利
用
し
や
す
い
施
設

と
な
る
よ
う
多
目
的
ト
イ
レ
や
、
災
害

時
に
も
活
用
で
き
る
太
陽
光
発
電
・
蓄

電
池
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
整
備
に
当
た
り
ま
し
て
は
、

関
係
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
も
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境

を
提
供
で
き
る
よ
う
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

施　　設 構　　造 床面積

校舎 鉄筋コンクリート造
2 階建て 2,₈₃5.1₇㎡

屋内運動場 鉄筋コンクリート造
平屋建て 9₄6.29㎡

施　　設 構　　造 床面積

技術教室棟 鉄骨造　 2 階建て ₇₄₈.₀₈㎡

屋内運動場 鉄筋コンクリート造
一部鉄骨造　 2 階建て 1,5₀₀.15㎡

長浜中学校 大洲北中学校

長浜中学校
クラウンアネモネフィッシュ

長浜中学校校舎玄関ホール前水槽 大洲北中学校屋内運動場
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おしらせピックアップ

危
険
空
き
家
除
却
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　

市
で
は
、
老
朽
化
し
た
危
険
な
空
き

家
の
倒
壊
に
よ
る
被
害
防
止
や
災
害
発

生
時
に
避
難
路
を
塞
ぐ
こ
と
を
防
止
す

る
た
め
、
危
険
空
き
家
除
却
工
事
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
を
受
け
る
た
め
に
は
、
市
へ
事

前
調
査
を
申
し
出
て
、
危
険
空
き
家
の

確
認
（
判
定
）
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
要
件
を
満
た
さ
な
い
場

合
は
、
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
対
象
と
な
る
空
き
家
】

▽
市
内
に
あ
る
空
き
家
住
宅

▽ 

住
宅
の
腐
朽
破
損
の
程
度
が
市
の
定

め
た
基
準
を
超
え
て
い
る
こ
と

▽ 

建
物
が
２
戸
以
上
立
ち
並
ん
で
い
る

道
路
の
沿
道
に
あ
る
こ
と　

な
ど

【
対
象
者
】

危
険
空
き
家
の
所
有
者
ま
た
は
相
続
人

で
、
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

【
補
助
の
条
件
】

▽ 

危
険
空
き
家
の
確
認
（
判
定
）
を
受

け
る
こ
と

▽
市
内
業
者
へ
発
注
す
る
こ
と

【
補
助
金
の
額
】

補
助
対
象
費
用
の
10
分
の
８
以
内
で
、

最
高
80
万
円
を
限
度

【
募
集
期
日
】
５
月
29
日
㈮
ま
で

【
募
集
戸
数
】
15
戸
（
予
定
）

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

申
し
出
が
多
数
の
場
合
は
、
審
査
に

よ
り
、
緊
急
度
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら

補
助
を
行
い
ま
す
。

※ 

募
集
期
日
ま
で
に
募
集
戸
数
に
満
た

な
い
場
合
は
、随
時
受
け
付
け
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

☎
㉔
１
７
１
９

補
助
金
交
付
の
流
れ

危
険
空
き
家
の
事
前
調
査
申
し
出

←

危
険
空
き
家
の
確
認
（
判
定
）

←

補
助
金
の
交
付
申
請

←

補
助
金
の
交
付
決
定

←

解
体
工
事
の
実
施←

補
助
金
の
交
付

　例年 ₈ 月 ₃ 日、 ₄ 日に行われていた「大洲川
まつり花火大会」は、令和 2 年度は次のとおり

「夏の陣」、「冬の陣」の 2 日間に分けて開催する
こととなりました。夏の肱川の水面に映る大輪
の花、冬の澄んだ空に上がる鮮やかな花火をお
楽しみください。

【日時・場所】
▽夏の陣
　令和 2 年 ₈ 月 ₃ 日㈪　午後 ₈ 時～　肱南河原
▽冬の陣
　令和 ₃ 年 1 月 ₈ 日㈮　午後 ₇ 時～　肱北河原
※雨天時は、翌日以降に順延

【問い合わせ先】大洲市観光協会　☎2₄－266₄

　春の陽気と爽やかな川風を感じながら、肱川
でしか味わえない景色を楽しんでみませんか。

【運行期間】 ₃ 月26日㈭～ 5 月2₄日㈰
【乗船時間】午前11時～午後 5 時の間
【 1 隻あたり料金（税込み）】※要予約
▽1時間まで1₀,₀₀₀円　▽ 2 時間まで16,₀₀₀円

【乗船場所】大洲城下
※ 春花遊覧については、別途お食事を手配する

こともできます。

【予約・問い合わせ先】
大洲市観光協会　☎2₄－266₄

肱川遊覧を楽しんでみませんか大洲川まつり花火大会の実施について
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Information pick up

鹿
野
川
湖
周
遊
企
画

　

鹿
野
川
湖
周
遊
企
画
部
会
で
は
、
肱

川
町
に
あ
る
鹿
野
川
湖
を
中
心
に
、
地

域
の
豊
か
な
自
然
を
味
わ
い
、
み
な
さ

ん
の
交
流
が
盛
ん
に
な
る
よ
う
、
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
左
表
の
と
お
り
行
事
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
春
の
丸
山
公
園
周
辺
は
、
花

見
に
最
適
で
す
。
例
年
の
花
の
見
頃
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
さ
く
ら　
　

３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬

▽
し
ゃ
く
な
げ　
　

４
月
上
旬
〜
中
旬

▽
つ
つ
じ　
　

４
月
下
旬
〜
５
月
上
旬

 

肱
川
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

【
テ
ー
マ
】
肱
川
町
の
四
季

【
応
募
上
の
注
意
】

　

令
和
２
年
２
月
か
ら
令
和
３
年
１
月

末
ま
で
に
撮
影
し
た
未
発
表
の
作
品
。

四
ツ
切
、
ワ
イ
ド
四
ツ
切
お
よ
び
こ
れ

に
準
ず
る
も
の
。
Ａ
４
サ
イ
ズ
可
。

【
応
募
方
法
】

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙

は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
応
募
は
１
人
３

点
ま
で
。

【
締
め
切
り
】
令
和
３
年
２
月
１
日
㈪

※
当
日
消
印
有
効

 

鹿
野
川
湖
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会 

【
日　

時
】
４
月
15
日
㈬

※
雨
天
時
は
22
日
㈬
に
延
期

【
場　

所
】
高
砂
運
動
場

【
申
し
込
み
方
法
】

　

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
郵
便
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
先
着
30
チ
ー
ム
で
す
。

【
参
加
料
】
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

【
申
込
期
限
】
４
月
10
日
㈮
必
着

 

鹿
野
川
湖
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
大
会 

【
日　

時
】

行　事 期　日 場　所

開幕式 ₄ 月 ₄ 日㈯ 道の駅「清流の里ひじかわ」

春の里山収穫祭 ₄ 月12日㈰ 道の駅「清流の里ひじかわ」

エビネ・花木展示即売会 ₄ 月25日㈯・26㈰ 丸山公園（しゃくなげ谷入口）

鹿野川テニス大会 6 月 6 日㈰ 鹿鳴園テニスコート

鹿野川カヌー大会 6 月 6 日㈰ 鹿野川湖漕艇場

オシドリウオッチング 12月～翌年 2 月 鹿野川湖周辺

令和元年度フォトコンテスト
推薦作品「里山の農夫婦」

５
月
17
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

※
荒
天
時
は
31
日
㈰
に
延
期

【
場　

所
】
鹿
野
川
湖
漕
艇
場

【
申
し
込
み
方
法
】

　

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
郵
便
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
先
着
35
チ
ー
ム
で
す
。

【
参
加
料
】
１
チ
ー
ム
５
０
０
０
円

【
申
込
期
限
】
５
月
１
日
㈮
必
着

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
野
川
湖
周
遊
企
画
部
会　

事
務
局

〒
７
９
７
・
１
５
９
２

大
洲
市
肱
川
町
山
鳥
坂
74
番
地

肱
川
支
所
地
域
振
興
課
内

☎
34
２
３
１
１　

℻
34
２
４
５
４

13 広報おおず 2020年 4月号



鹿
野
川
ダ
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
サ
イ
レ
ン
吹す
い

鳴め
い

方
法
の
変
更
】

　

異
常
洪
水
時
防
災
操
作
移
行
時
の
サ

イ
レ
ン
吹
鳴
方
法
を
、
切
迫
感
が
伝
わ

る
よ
う
に
「
１
分
吹
鳴
を
５
回
」
か
ら

「
10
秒
吹
鳴
を
30
回
」
に
変
更
し
ま
し

た
。
次
の
日
程
で
、
実
際
に
各
警
報
局

の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
確
認
を
行
い

ま
す
。

【
実
施
日
時
】
４
月
20
日
㈪　

午
前
11
時

【
４
色
の
回
転
灯
の
設
置
】

　

各
警
報
局
に
は
、
ダ
ム
の
放
流
状
況

が
分
か
る
よ
う
に
４
色
の
回
転
灯
を
設

置
し
ま
し
た
。
各
色
点
灯
時
の
ダ
ム
状

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
電
光
表
示
板
を
４
色
で
表
示
】

　

電
光
表
示
板
を
４
色
で
分
か
り
や
す

く
表
示
す
る
よ
う
に
改
良
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局

鹿
野
川
ダ
ム
管
理
庁
舎

☎
34
２
３
５
０

事業者向け「JPQR」、「マイナポイント」説明会開催
　マイナンバーカードを取得し、必要な手続きを
行った人に対して、国による「マイナポイント」を
付与する消費活性化策が令和 2 年度に実施されま
す。この消費活性化策に向けて、国では「JPQR」
を活用してマイナポイントを利用できる加盟店の登
録を行っています。
　令和 2 年 5 月末に開始される「JPQR」のWeb受
け付けに先駆け、大洲市では、事業者向け説明会・
申込会を開催します。「マイナポイントを活用した
消費活性化策」や「JPQR」、「キャッシュレス決済」
に関心のある市内事業者のみなさんは、この機会に
ぜひご参加ください。

【開催日時】 ₄ 月2₈日㈫　午後 2 時～ ₃ 時₃₀分
【会　　場】市役所本庁舎 2 階大ホール
【参加申し込み方法】
　事業者名、電話番号、担当者、参加人数をメール
または電話で商工産業課までご連絡ください。

【注意事項】
　「JPQR」に申し込みする意向のある人は、市公式
ホームページ「事業者向けJPQR・マイナポイント

説明会の開催について」のページから必要書類をご
確認いただき、説明会当日に持参してください。

【JPQRとは】
　国内のQR決済事業者（LINEPay、d払い、au Pay
など）が個別に発行していたQRコードを 1 つのQR
コードにまとめ、スムーズな支払いを実現するため
の統一QRコードです。

【マイナポイントとは】
　マイナンバーカードの取得者が希望のキャッシュ
レスサービスによりマイナポイント申し込みをすれ
ば、そのキャッシュレス決済時または前払い（チャー
ジ）時にポイントが付与（上限5,₀₀₀円）され、買い
物などで利用できます。
　なお、ポイント付与を受けるためには、キャッシュ
レス決済手段が必要です。ポイント利用は、令和 2
年 9 月開始予定です。

【参加申込・問い合わせ先】
商工産業課商工振興係　☎2₄－1₇22
E-Mail:shokosangyoka@city.ozu.ehime.jp

おしらせピックアップ

ヒガシ畦表示板

赤岩・樋之口警報局

サイレンの種類
▽ダムが放流を始めるとき・流下量が増えるとき

▽異常洪水時防災操作に移行するとき

約 1 分のサイレンが 5 回鳴ります
1 分 1₀秒 1 分 1₀秒 1 分 1₀秒 1 分 1₀秒 1 分

休止 休止 休止 休止

約10秒のサイレンが30回鳴ります（15回吹鳴を ２ 回繰り返し）
1₀秒 5 秒 1₀秒 5 秒 1₀秒 5 秒 1₀秒 5 秒 1₀秒 5 秒 1₀秒 5 秒 1₀秒 5 秒 1₀秒 5 秒 1₀秒 5 秒 1₀秒 5 秒 1₀秒 5 秒 1₀秒 5 秒 1₀秒 5 秒 1₀秒 5 秒 1₀秒

休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

※川の水が増えますので、サイレンが聞こえたらすぐに川から離れてください。

※ 洪水時最高水位を超えると予測される場合にダム流下量を流入量まで徐々に増加させる
操作です。川が氾濫し、氾濫している箇所は拡大する可能性があります。命を守る行動
をとってください。避難などについては市の防災行政無線などの指示に従ってください。

回転灯

紫：異常洪水時防災操作の予測時
赤： 一定開度放流開始（流下量1,150㎥/s～）

流下量増加（600㎥/s～1,150㎥/s）
黄：洪水調節開始（流下量600㎥/s）
緑：防災操作開始（流下量3₈㎥/s～）
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聖
火
リ
レ
ー
が
、
４
月
23
日
㈭
、
大

洲
市
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、
下

図
の
と
お
り
聖
火
リ
レ
ー
コ
ー
ス
周
辺

で
大
規
模
な
交
通
規
制
や
迂
回
路
誘
導

を
行
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
相
当
の
混
雑
な
ど
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
車
両
を
利
用
す
る
場

合
に
は
、
迂
回
路
線
お
よ
び
通
行
可
能

路
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
規
制
時
間

前
で
あ
っ
て
も
、
ル
ー
ト
周
辺
で
の
路

上
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

　

原
則
、
歩
行
者
・
自
転
車

に
よ
る
ル
ー
ト
の
横
断
も

規
制
さ
れ
ま
す
。
沿
道
で
の

ご
観
覧
や
ご
声
援
の
際
に

は
、
現
場
の
警
察
官
・
係
員

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

長
時
間
に
わ
た
り
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

※�

規
制
時
間
は
目
安
で
あ

り
、
当
日
の
状
況
に
よ
り

変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
、
市
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
大
洲
市
公
募
ラ
ン
ナ
ー
】

　

多
く
の
ご
応
募
が
あ
っ

た
公
募
ラ
ン
ナ
ー
に
つ
い

て
、
次
の
３
人
が
大
洲
市
の
代
表
と

し
て
走
行
し
ま
す
。

▽
和
氣　

聖し
ょ
う

英え
い

さ
ん
（
男
17
歳
）

▽
山
本　

仁ひ
と

美み

さ
ん
（
女
60
歳
）

▽
フ
ォ
ン
デ
ア
レ
ッ
ケ
・
ハ
ン
ス
・

　

デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
さ
ん（
男
66
歳
）

※ 

大
洲
市
で
は
、
３
人
以
外
に
も
ス

ポ
ン
サ
ー
選
出
の
ラ
ン
ナ
ー
８
人

が
走
行
し
ま
す
。

東京2020オリンピック聖火リレー実施に伴う交通規制について

Information pick up

広域迂回路線図

聖火リレールート
迂回経路

至 松山方面

至 八幡浜方面

至 長浜方面

至 肱川方面

交通規制内容は
詳細図参照

【注意事項】
▽午前11時より随時、ルート上の路上規制などを行います。
▽規制時間は、目安であり当日の状況によって変わる場合があります。
▽ルート周辺での路上駐車は、ご遠慮ください。
▽交通規制中は、居住者も車両などでの通行・横断は、ご遠慮ください。
▽交通規制に伴い、路線バスの一部に変更があります。
▽大型車両は、広域迂回路線をご利用ください。

聖火リレー隊列経路

ふれあい南通り
常磐町交差点

冨士橋如法寺河原側

スタート

ゴ ー ル

肱川
緑地公園

大洲市役所
伊予大洲駅

五郎大橋

喜多小

若宮

総合体育館

新町
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交通規制実施詳細図

スタート前待機エリア

【問い合わせ先】文化スポーツ課スポーツ推進係　☎2₄－1₇₃₄

規制場所 規制方法 規制時間（予定）

全面通行止め 11：45～12：30

全面通行止め 11：30～13：00
片側通行規制

（肱川橋方面通行不可） 12：00～13：00

全面通行止め 12：00～13：00

全面通行止め 12：00～13：30

全面通行止め 11：30～13：30

【開催時間】
▽公式スポンサースタート　午後 ₀ 時1₀分
▽聖火ランナースタート　　午後 ₀ 時₃₀分
▽聖火ランナーゴール　　　午後 ₀ 時56分

【交通規制時間】
午前11時ごろ～午後 1 時₃₀分ごろ

４ 月23日㈭
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